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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 減 圧 器 、 蒸 発 器 を 冷 媒 流 路 で 接 続 し て 構 成 す る ヒ ー ト
ポ ン プ と 、 前 記 凝 縮 器 の 熱 で 加 熱 昇 温 さ れ る 蓄 熱 タ ン ク と 、 こ の 蓄 熱 タ ン ク と 出 湯 す る 端
末 カ ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ り 加 熱 さ れ る 熱 交 換 器
と 、 前 記 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 を 検 出 す る 湯 温 検 知 手 段 と 、 こ の 湯 温 検 知 手 段 で 検 出 さ れ る 検
出 温 度 が ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 を 行 う よ う に 制 御 す る ヒ ー ト ポ ン
プ 制 御 手 段 を 備 え た 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 熱 交 換 器 の 入 口 水 温 を 検 出 す る 入 口 水 温 検 知 手 段 と 、 こ の 入 口 水 温 検 知
手 段 で 検 出 さ れ る 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 以 下 で 燃 焼 を 行 う よ う に 燃 焼 バ ー ナ
ー を 制 御 す る バ ー ナ ー 制 御 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 タ ン ク 出 湯 管 の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 こ の 流 量 検 知 手 段
の 信 号 に よ り 、 燃 焼 バ ー ナ ー の 燃 焼 を 開 始 す る バ ー ナ ー 制 御 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 タ ン ク 出 湯 管 の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 こ の 流 量 検 知 手 段
の 信 号 を 受 け 、 ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 と 燃 焼 バ ー ナ ー の 燃 焼 を 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 熱 交 換 器 と 並 列 に 設 け た 開 閉 弁 を 備 え た バ イ パ ス 管 と 、 タ ン ク 出 湯 管 の
水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 流 体 入 口 と 前 記 バ イ パ ス 管 の 分 岐 の
入 口 水 温 を 検 出 す る 入 口 水 温 検 知 手 段 と 、 前 記 流 量 検 知 手 段 の 信 号 を 受 け て 前 記 入 口 水 温
検 知 手 段 の 検 出 温 度 が 所 定 温 度 よ り 高 温 の 場 合 に は 前 記 開 閉 弁 を 開 放 す る 制 御 手 段 を 備 え
た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 蓄 熱 タ ン ク の 内 部 に 潜 熱 蓄 熱 材 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 給 湯 機 。
　 【 請 求 項 ７ 】 　 ヒ ー ト ポ ン プ 、 蓄 熱 タ ン ク 、 燃 焼 バ ー ナ ー 、 熱 交 換 器 、 を １ つ の 給 湯 ユ
ニ ッ ト に 収 納 し た 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 給 湯 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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　 本 発 明 は ヒ ー ト ポ ン プ と 燃 焼 と を 利 用 し た 給 湯 機 に 関 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 、 こ の 種 の 給 湯 機 は 特 開 昭 ５ ９ － １ ９ ５ ０ ４ ８ 号 公 報 に 示 す 如 き も の が あ る 。 以 下
、 従 来 の 技 術 に つ い て 図 ８ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ８ は 従 来 の 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ８
に お い て 、 蓄 熱 タ ン ク １ の 下 部 の 水 は 循 環 ポ ン プ ２ を 介 し て ヒ ー ト ポ ン プ ３ の 凝 縮 器 ４ と
熱 交 換 す る 熱 交 換 器 ４ ａ か ら 燃 焼 給 湯 機 ５ の 熱 交 換 器 ６ を 経 て 蓄 熱 タ ン ク １ の 上 部 に 戻 さ
れ る 。 そ し て 、 蓄 熱 タ ン ク １ 内 の 水 は ヒ ー ト ポ ン プ ３ で 中 間 温 度 ま で 昇 温 さ れ た の ち 、 燃
焼 給 湯 機 ５ で ８ ０ ℃ の 高 温 ま で 昇 温 さ れ て 貯 湯 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 図 ８ 中 の ７ は 圧 縮 器 、 ９ は 蒸 発 器 を 示 し 、 ヒ ー ト ポ ン プ ３ を 構 成 し て い る 。 ま た
、 １ ０ は 燃 焼 バ ー ナ 、 １ ａ は 蓄 熱 タ ン ク １ 内 の 湯 温 の 湯 温 検 知 手 段 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 上 記 す る 従 来 の 給 湯 機 で は 、 蓄 熱 タ ン ク １ 内 の 湯 温 を 常 時 ８ ０ ℃ の 高 温 に 保 持 し て い る
た め 、 放 熱 損 失 が 大 き い 。 ま た 、 出 湯 に 必 要 な 湯 量 を 蓄 熱 タ ン ク １ に 確 保 し て お く 必 要 性
か ら 蓄 熱 タ ン ク １ の 容 積 が 大 き く な り 、 設 置 ス ペ ー ス 上 の 課 題 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 放 熱 損 失 の 低 減 と 蓄 熱 タ ン ク の 小 型 化 を は か
る こ と を 主 目 的 と す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 減 圧 器 、 蒸 発 器 を 冷 媒 流 路 で 接
続 し て 構 成 す る ヒ ー ト ポ ン プ と 、 前 記 凝 縮 器 の 熱 で 加 熱 昇 温 さ れ る 蓄 熱 タ ン ク と 、 こ の 蓄
熱 タ ン ク と 出 湯 す る 端 末 カ ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ
り 加 熱 さ れ る 熱 交 換 器 と 、 前 記 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 を 検 出 す る 湯 温 検 知 手 段 と 、 こ の 湯 温 検
知 手 段 で 検 出 さ れ る 検 出 温 度 が ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 を 行 う よ う
に 制 御 す る ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手
段 を 備 え た 給 湯 機 と し た も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 蓄 熱 タ ン ク 内 の 水 は ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 で 湯 温 検 知 手 段 と ヒ ー ト ポ
ン プ 制 御 手 段 に よ り 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 に 蓄 熱 し て 貯 湯 さ れ る 。 所 定 温 度 は 通 常 ヒ
ー ト ポ ン プ の 効 率 が 十 分 確 保 さ れ 、 ま た 、 通 常 出 湯 温 度 以 上 で あ る ５ ０ ～ ５ ５ ℃ の 中 間 温
度 で あ る た め 、 蓄 熱 タ ン ク の 放 熱 損 失 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 蓄 熱 タ ン ク と 出 湯 す る 端 末 カ
ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ り 加 熱 さ れ る 熱 交 換 器 を 備
え た こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た 場 合 、 ま た は 、 高 温 度 の 出 湯 が 必 要 な 場 合 に は
燃 焼 に よ る 昇 温 が 出 来 る の で 、 蓄 熱 タ ン ク を 必 要 最 小 限 の 大 き さ に 設 定 で き る た め 、 蓄 熱
タ ン ク の 小 型 化 が 図 れ る 。 さ ら に 、 出 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た と き は 、 湯 温
検 知 手 段 と ヒ ー ト ポ ン プ の 制 御 手 段 に よ り ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 が 行 わ れ る こ と で 、 効 率 の
良 い 運 転 が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る 給 湯 機 は 各 請 求 項 に 記 載 し た 実 施 形 態 に よ り 実 現 で き る 。 す な わ ち
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 減 圧 器 、 蒸 発 器 を 冷 媒 流 路 で 接 続 し
て 構 成 す る ヒ ー ト ポ ン プ と 、 前 記 凝 縮 器 の 熱 で 加 熱 昇 温 さ れ る 蓄 熱 タ ン ク と 、 こ の 蓄 熱 タ
ン ク と 出 湯 す る 端 末 カ ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ り 加
熱 さ れ る 熱 交 換 器 と 、 前 記 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 を 検 出 す る 湯 温 検 知 手 段 と 、 こ の 湯 温 検 知 手
段 で 検 出 さ れ る 検 出 温 度 が ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 を 行 う よ う に 制
御 す る ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 を 備 え 、 蓄 熱 タ ン ク 内 の 水 は ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 で 湯 温 検 知
手 段 と ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 に よ り 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 に 蓄 熱 さ れ て 貯 湯 さ れ る 。
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所 定 温 度 は 通 常 ヒ ー ト ポ ン プ の 効 率 が 十 分 確 保 さ れ 、 ま た 、 通 常 出 湯 温 度 以 上 で あ る ５ ０
～ ５ ５ ℃ の 中 間 温 度 で あ る た め 、 蓄 熱 タ ン ク の 放 熱 損 失 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 蓄 熱 タ ン ク
と 出 湯 す る 端 末 カ ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ り 加 熱 さ
れ る 熱 交 換 器 を 備 え た こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た 場 合 、 ま た は 、 高 温 度 の 出 湯
が 必 要 な 場 合 に は 燃 焼 に よ る 昇 温 が 出 来 る の で 、 蓄 熱 タ ン ク を 必 要 最 小 限 の 大 き さ に 設 定
で き る た め 、 蓄 熱 タ ン ク の 小 型 化 が 図 れ る 。 さ ら に 、 出 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下
し た と き は 、 湯 温 検 知 手 段 と ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 に よ り ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 が 行 わ れ る
こ と で 、 効 率 の 良 い 運 転 が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 熱 交 換 器 の 入 口 水 温 を
検 出 す る 入 口 水 温 検 知 手 段 と 、 こ の 入 口 水 温 検 知 手 段 で 検 出 さ れ る 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ
れ た 所 定 温 度 以 下 で 燃 焼 を 行 う よ う に 燃 焼 バ ー ナ ー を 制 御 す る バ ー ナ ー 制 御 手 段 を 備 え る
構 成 と す る こ と に よ り 、 端 末 カ ラ ン を 開 き 出 湯 す る と き に 、 熱 交 換 器 の 入 口 水 温 が 通 常 要
求 さ れ る 所 定 温 度 以 下 の と き に 燃 焼 バ ー ナ ー を 点 火 し て 、 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た と
き で も 十 分 な 出 湯 温 度 が 確 保 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 、 タ ン ク
出 湯 管 の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 こ の 流 量 検 知 手 段 の 信 号 に よ り 、 燃 焼 バ ー
ナ ー の 燃 焼 を 開 始 を す る バ ー ナ ー 制 御 手 段 を 備 え る 構 成 と す る こ と に よ り 、 給 湯 時 に 給 水
が 流 れ る こ と を 流 量 検 知 手 段 が 検 出 し て 燃 焼 バ ー ナ ー の 燃 焼 の 開 始 を す る 。 し た が っ て 、
熱 交 換 器 で の 熱 交 換 量 が 増 加 し て 給 湯 能 力 が 向 上 す る と と も に 加 熱 手 段 の 立 ち 上 げ 湯 温 も
速 く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 加 え て タ ン ク
出 湯 管 の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 こ の 流 量 検 知 手 段 の 信 号 を 受 け 、 ヒ ー ト ポ
ン プ の 運 転 と 燃 焼 バ ー ナ ー の 燃 焼 を 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え る 構 成 と す る こ と に よ り 、 給
湯 時 に 給 水 が 流 れ る こ と を 流 量 検 知 手 段 が 検 出 し て ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 と 燃 焼 バ ー ナ ー の
燃 焼 を 開 始 す る 。 し た が っ て 、 給 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク の 湯 が 持 ち 出 さ れ る と 同 時 に ヒ ー ト
ポ ン プ の 運 転 が 開 始 さ れ る こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク の 湯 が 補 充 さ れ 、 ま た 、 熱 交 換 器 で の 熱 交
換 量 が 増 加 し て 給 湯 能 力 が 向 上 す る と と も に 加 熱 手 段 の 立 ち 上 げ 湯 温 も 速 く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 熱 交 換
器 と 並 列 に 設 け た 開 閉 弁 を 備 え た バ イ パ ス 管 と 、 タ ン ク 出 湯 管 の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量
検 知 手 段 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 流 体 入 口 と 前 記 バ イ パ ス 管 の 分 岐 の 入 口 水 温 を 検 出 す る 入 口
水 温 検 知 手 段 と 、 前 記 流 量 検 知 手 段 の 信 号 を 受 け て 前 記 入 口 水 温 検 知 手 段 の 検 出 温 度 が 所
定 温 度 よ り 高 温 の 場 合 に は 前 記 開 閉 弁 を 開 放 す る 制 御 手 段 を 備 え る 構 成 と す る こ と に よ り
、 出 湯 時 に お い て 、 給 水 管 の 水 の 流 れ を 検 出 し て 、 熱 交 換 器 の 流 体 入 口 と 前 記 バ イ パ ス 管
の 分 岐 の 入 口 水 温 が 所 定 温 度 よ り 高 温 の 場 合 に は 熱 交 換 器 を バ イ パ ス し て 出 湯 す る 。 従 っ
て 、 熱 交 換 器 を 流
れ る 時 の 放 熱 も 少 な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 、 蓄 熱 タ
ン ク の 内 部 に 潜 熱 蓄 熱 材 を 備 え 、 ヒ ー ト ポ ン プ の 熱 を 蓄 熱 タ ン ク 内 の 水 と 潜 熱 蓄 熱 材 に 蓄
え る 構 成 と す る こ と に よ り 、 潜 熱 蓄 熱 材 は 大 容 量 の 熱 を 蓄 え る こ と が で き る た め 、 蓄 熱 タ
ン ク を よ り 小 型 化 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 発 明 に 加 え
て 、 ヒ ー ト ポ ン プ 、 蓄 熱 タ ン ク 、 燃 焼 バ ー ナ ー 、 熱 交 換 器 を １ つ の 給 湯 ユ ニ ッ ト に 収 納 し
た 構 成 と す る こ と に よ り 、 水 配 管 、 制 御 系 統 を 有 機 的 に 配 置 で き る た め 、 給 湯 ユ ニ ッ ト の
小 型 化 が 図 れ る 。 あ る い は 設 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
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　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 各 実 施 例 に お い て 、 同 じ
構 成 、 同 じ 動 作 を す る 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 説 明 を 避 け る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に お い て 、 ヒ ー ト ポ ン プ １ １ は 圧 縮 機 １ ２ 、 凝 縮 器 １ ３ 、 減 圧 器 １ ４ 、 蒸 発 器 １ ５
を 冷 媒 流 路 で 接 続 し て 構 成 す る 。 １ ６ は 蓄 熱 タ ン ク で 、 こ の 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 温 を 検 出
す る 湯 温 検 知 手 段 １ ７ を 有 す る 。 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 下 部 か ら の 水 は 、 循 環 ポ ン プ １ ８ に よ
っ て 凝 縮 器 １ ３ に 導 か れ 、 凝 縮 器 １ ３ の 熱 で 加 熱 昇 温 さ れ て 蓄 熱 タ ン ク １ ６ へ 戻 さ れ る 。
蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 下 部 に は 、 水 道 水 な ど が 給 水 さ れ る 管 路 １ ９ が 、 上 部 に は 、 タ ン ク 出 湯
管 ２ ０ が 設 け ら れ 、 こ の タ ン ク 出 湯 管 ２ ０ の 端 末 カ ラ ン ２ １ ま で の 間 に は 、 燃 焼 給 湯 機 ２
２ を 構 成 す る 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ の 熱 に よ り 加 熱 さ れ る 熱 交 換 器 ２ ４ が 配 置 さ れ る 。 ２ ５ は
ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 で 湯 温 検 出 部 ２ ６ 、 湯 温 比 較 部 ２ ７ と ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 手 段 ２ ８
を 有 し 、 蓄 熱 タ ン ク ２ ６ の 湯 温 検 知 手 段 ２ ７ の 湯 温 を 湯 温 検 出 部 ２ ６ で 検 出 し 、 湯 温 比 較
部 ２ ７ で 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 以 下 で あ る と ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 手 段 ２ ８ に
よ り ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 を 行 う よ う に 制 御 す る 。 前 記 所 定 温 度 は 通 常 ヒ ー ト ポ ン プ の 効 率
が 十 分 確 保 さ れ 、 ま た 、 通 常 出 湯 温 度 以 上 で あ る ５ ０ ～ ５ ５ ℃ に 設 定 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 電 源 （ 図 示 せ ず ） を 入
れ る と 、 ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 ２ ５ の 湯 温 検 出 部 ２ ６ が 湯 温 検 知 手 段 １ ７ の 検 出 温 度 を 読
み 、 湯 温 比 較 部 ２ ７ で 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 以 下 で あ れ ば 、 ヒ ー ト ポ ン プ の
運 転 手 段 ２ ８ に よ り ヒ ー ト ポ ン プ １ １ と 循 環 ポ ン プ １ ８ の 運 転 を 開 始 し 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６
内 の 水 を 所 定 温 度 （ ５ ０ ～ ５ ５ ℃ ） ま で 沸 き 上 げ る 。 通 常 出 湯 時 は 蓄 熱 タ ン ク １ ６ 内 の 湯
温 が ５ ０ ～ ５ ５ ℃ で あ る た め に 、 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ は 点 火 せ ず 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 温 が
低 下 し た 場 合 、 ま た は 、 高 温 度 の 出 湯 が 必 要 な 場 合 に 燃 焼 に よ る 昇 温 が 行 わ れ る 。 よ っ て
、 通 常 出 湯 温 度 以 上 で あ る ５ ０ ～ ５ ５ ℃ の 中 間 温 度 で あ る た め 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 放 熱 損
失 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ と 出 湯 す る 端 末 カ ラ ン ２ １ と の 間 の タ ン ク 出 湯 管
２ ０ 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ の 熱 に よ り 加 熱 さ れ る 熱 交 換 器 ２ ４ を 備 え た こ と で 、
蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 温 が 低 下 し た 場 合 、 ま た は 、 高 温 度 の 出 湯 が 必 要 な 場 合 に は 燃 焼 に よ
る 昇 温 が 出 来 る の で 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ を 必 要 最 小 限 の 大 き さ に 設 定 で き る た め 、 蓄 熱 タ ン
ク １ ６ の 小 型 化 が 図 れ る 。 さ ら に 、 出 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 温 が 低 下 し た と き は 、
湯 温 検 知 手 段 １ ７ と ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 ２ ５ に よ り ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 が 行 わ れ る こ と
で 、 効 率 の 良 い 運 転 が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ ９ は 熱 交 換
器 ２ ４ の 入 口 水 温 を 検 出 す る 入 口 水 温 検 知 手 段 、 ３ ０ は バ ー ナ ー 制 御 手 段 で 、 入 口 水 温 検
知 部 ３ １ 、 温 度 比 較 部 ３ ２ と バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ で 構 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 端 末 カ ラ ン ２ １ を 開 き 出 湯 す る と き に 、 入 口 水 温 検 知 部 ３ １ で 入 口 水 温 検 知 手 段 ２ ９ の
温 度 を 読 み 、 温 度 比 較 部 ３ ２ で 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 以 下 で あ れ ば 、 バ ー ナ
ー 運 転 手 段 ３ ３ に よ り 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ の 運 転 を 開 始 す る 。 こ の よ う に 、 端 末 カ ラ ン ２ １
を 開 き 出 湯 す る と き に 、 熱 交 換 器 ２ ４ の 入 口 水 温 が 通 常 要 求 さ れ る 所 定 温 度 以 下 の と き に
燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ を 点 火 す る こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク ２ ６ の 湯 温 が 低 下 し た と き で も 十 分 な 出
湯 温 度 が 確 保 で き る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 図 ２ と 異 な る
点 は 、 タ ン ク 出 湯 管 ２ ０ の 水 の 流 れ を 検 出 す る 流 量 検 知 手 段 ３ ４ を 設 け 、 バ ー ナ ー 制 御 手
段 ３ ０ 内 に 入 口 水 温 検 知 部 ３ １ 、 温 度 比 較 部 ３ ２ と バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ に 加 え 流 量 検 出
部 ３ ５ と 流 量 比 較 部 ３ ６ を 有 す る 点 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 端 末 カ ラ ン ２ １ を 開 き 出 湯 す る と 、 流 量 検 出 部 ３ ５ で 流 量 検 知 手 段 ３ ４ よ り 発 信 さ れ た
信 号 を 読 み 取 り 、 流 量 比 較 部 ３ ６ で 予 め 設 定 さ れ た 流 量 以 上 で あ れ ば バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３
３ に よ り 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ の 運 転 を 開 始 す る 。 し た が っ て 、 熱 交 換 器 で の 熱 交 換 量 が 増 加
し て 給 湯 能 力 が 向 上 す る と と も に 加 熱 手 段 の 立 ち 上 げ 湯 温 も 速 く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 ３ ７ は 制 御 手
段 で 、 湯 温 検 出 部 ２ ６ 、 湯 温 比 較 部 ２ ７ 、 ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 手 段 ２ ８ 、 入 口 水 温 検 知 部
３ １ 、 温 度 比 較 部 ４ ２ 、 バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ 、 流 量 検 出 部 ３ ５ と 流 量 比 較 部 ３ ６ を 有 す
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 端 末 カ ラ ン ２ １ を 開 き 出 湯 す
る と 、 流 量 検 出 部 ３ ５ で 流 量 検 知 手 段 ３ ４ よ り 発 信 さ れ た 信 号 を 読 み 取 り 、 流 量 比 較 部 ３
６ で 予 め 設 定 さ れ た 流 量 以 上 で あ れ ば バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ に 信 号 を 出 し て 燃 焼 バ ー ナ ー
２ ３ の 運 転 を 開 始 す る と 同 時 に 、 ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 手 段 ２ ８ に 信 号 を 出 し て ヒ ー ト ポ ン
プ の 運 転 を 開 始 す る 。 し た が っ て 、 給 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 が 持 ち 出 さ れ る と 同 時
に ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 が 開 始 さ れ る こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 湯 が 補 充 さ れ 、 ま た 、 熱 交
換 器 ２ ４ で の 熱 交 換 量 が 増 加 し て 給 湯 能 力 が 向 上 す る と と も に 加 熱 手 段 の 立 ち 上 げ 湯 温 も
速 く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 図 ５ は 本 発 明 に お け る 実 施 例 ５ の 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 ３ ８ は 熱 交 換
器 ２ ４ と 並 列 に 設 け た バ イ パ ス 管 、 ３ ９ は バ イ パ ス 管 ３ ８ の 開 閉 を す る 開 閉 弁 、 ４ ０ は 制
御 手 段 で 入 口 水 温 検 知 部 ３ １ 、 温 度 比 較 部 ３ ２ 、 バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ 、 流 量 検 出 部 ３ ５
、 流 量 比 較 部 ３ ６ と 開 閉 弁 駆 動 手 段 ４ １ を 有 す る 。 ま た 、 入 口 水 温 検 知 手 段 は 熱 交 換 器 ２
４ の 流 体 入 口 と 前 記 バ イ パ ス 管 ３ ８ の 分 岐 の 入 口 側 に 位 置 せ し め る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 端 末 カ ラ ン ２ １ を 開 き 出 湯 す
る と 、 流 量 検 出 部 ３ ５ で 流 量 検 知 手 段 ３ ４ よ り 発 信 さ れ た 信 号 を 読 み 取 り 、 流 量 比 較 部 ３
６ で 予 め 設 定 さ れ た 流 量 以 上 で あ れ ば 温 度 比 較 部 ３ ２ に お い て 入 口 水 温 検 知 部 ３ １ で 読 み
取 っ た 入 口 水 温 検 知 手 段 ２ ９ の 温 度 を 予 め 設 定 さ れ た 所 定 温 度 と 比 較 し 、 入 口 水 温 が 所 定
温 度 よ り も 高 い 場 合 は 開 閉 弁 駆 動 手 段 ４ １ に よ り 開 閉 弁 ３ ９ を 開 放 し 、 バ ー ナ ー 運 転 手 段
３ ３ で は バ ー ナ ー 燃 焼 を 行 わ ず 、 入 口 水 温 が 所 定 温 度 よ り も 高 い 場 合 は 開 閉 弁 駆 動 手 段 ４
１ に よ り 開 閉 弁 ３ ９ を 閉 止 し 、 バ ー ナ ー 運 転 手 段 ３ ３ で は バ ー ナ ー 燃 焼 を 開 始 す る ご と く
制 御 す る 。 し た が っ て 、 出 湯 時 に お い て 、 給 水 管 ２ ０ の 水 の 流 れ を 検 出 し て 、 熱 交 換 器 ２
４ の 流 体 入 口 と 前 記 バ イ パ ス 管 ３ ８ の 分 岐 の 入 口 水 温 が 所 定 温 度 よ り 高 温 の 場 合 に は 熱 交
換 器 ２ ４ を バ イ パ ス し て 出 湯 す る よ う に 制 御 す る こ と で 、 熱 交 換 器 ２ ４ を 流 れ る 時 の 放 熱
も 少 な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ６ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 ４ ２ は 潜 熱 蓄
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熱 材 で あ り 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ の 内 部 に 備 え ら れ 蓄 熱 タ ン ク 内 の 水 と 熱 交 換 関 係 を 有 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ヒ ー ト ポ ン プ １ の 熱 を 蓄 熱 タ
ン ク １ ６ 内 の 水 と 潜 熱 蓄 熱 材 ４ ２ に 蓄 え る 。 潜 熱 蓄 熱 材 ４ ２ は 大 容 量 の 熱 を 蓄 え る こ と が
で き る た め 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ を よ り 小 型 化 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 例 ７ ）
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ７ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 ４ ３ は 給 湯 ユ
ニ ッ ト で あ り 、 ヒ ー ト ポ ン プ １ １ 、 蓄 熱 タ ン ク １ ６ 、 燃 焼 バ ー ナ ー ２ ３ 、 熱 交 換 器 ２ ４ を
１ つ の ユ ニ ッ ト に 収 納 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 水 配 管 、 制 御 系 統 を 有 機 的 に
配 置 で き る た め 、 給 湯 ユ ニ ッ ト の 小 型 化 が 図 れ る 。 あ る い は 設 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の 説 明 か ら も 明 ら か な よ う に 、

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ６ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ７ に お け る 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 図 ８ 】
　 従 来 の 給 湯 機 の 構 成 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ １ 　 ヒ ー ト ポ ン プ
　 １ ２ 　 圧 縮 機
　 １ ３ 　 凝 縮 器
　 １ ４ 　 減 圧 器
　 １ ５ 　 蒸 発 器
　 １ ６ 　 蓄 熱 タ ン ク
　 １ ７ 　 湯 温 検 知 手 段
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本 発 明 に よ れ ば 、 蓄 熱 タ ン ク 内 の 水 は ヒ ー ト ポ ン プ
の 運 転 で 湯 温 検 知 手 段 と ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 に よ り 中 間 温 度 に 蓄 熱 貯 湯 さ れ 、 所 定 温 度
は 通 常 ヒ ー ト ポ ン プ の 効 率 が 十 分 確 保 さ れ 、 ま た 、 通 常 出 湯 温 度 以 上 で あ る ５ ０ ～ ５ ５ ℃
の 中 間 温 度 で あ る た め 、 蓄 熱 タ ン ク の 放 熱 損 失 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 蓄 熱 タ ン ク と 出 湯 す
る 端 末 カ ラ ン と の 間 の タ ン ク 出 湯 管 途 中 に 設 け た 燃 焼 バ ー ナ ー の 熱 に よ り 加 熱 さ れ る 熱 交
換 器 を 備 え た こ と で 、 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た 場 合 、 ま た は 、 高 温 度 の 出 湯 が 必 要 な
場 合 に は 燃 焼 に よ る 昇 温 給 湯 が 出 来 る の で 、 蓄 熱 タ ン ク を 必 要 最 小 限 の 大 き さ に 設 定 で き
る た め 、 蓄 熱 タ ン ク の 小 型 化 が 図 れ る 。 さ ら に 、 出 湯 に よ り 蓄 熱 タ ン ク の 湯 温 が 低 下 し た
と き は 、 湯 温 検 知 手 段 と ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段 に よ り ヒ ー ト ポ ン プ の 運 転 が 行 わ れ る こ と
で 、 効 率 の 良 い 運 転 が で き る 。



　 ２ ０ 　 タ ン ク 出 湯 管
　 ２ １ 　 端 末 カ ラ ン
　 ２ ３ 　 燃 焼 バ ー ナ ー
　 ２ ４ 　 熱 交 換 器
　 ２ ５ 　 ヒ ー ト ポ ン プ 制 御 手 段
　 ２ ９ 　 入 口 水 温 検 知 手 段
　 ３ ０ 　 バ ー ナ ー 制 御 手 段
　 ３ ４ 　 流 量 検 知 手 段
　 ３ ７ 　 制 御 手 段
　 ３ ８ 　 バ イ パ ス 管
　 ３ ９ 　 開 閉 弁
　 ４ ２ 　 潜 熱 蓄 熱 材
　 ４ ３ 　 給 湯 ユ ニ ッ ト
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